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は
じ
め
に

　
石
室
を
埋
め
つ
く
す
赤
・
黒
・
緑
・
黄
の
三
角
文
、
騎
馬
や
船
の
図
文
、
天
空
の
星

の
よ
う
に
ち
り
ば
め
ら
れ
た
珠
文
、
得
体
の
知
れ
な
い
怪
獣
の
よ
う
な
図
文
、
謎
の

直ち
ょ
っ
こ
も
ん

弧
文
や
双そ
う

脚き
ゃ
く

輪り
ん

状じ
ょ
う

文も
ん

、
蕨わ
ら
び
て
も
ん

手
文
…
…
。
装
飾
古
墳
の
不
思
議
な
図
文
は
人
の
目
を

惹
き
つ
け
、
古
代
の
ロ
マ
ン
を
か
き
立
て
ま
す
。
そ
れ
ら
の
写
真
を
大
き
く
掲
載
し
た

本
も
た
く
さ
ん
刊
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
古
墳
の
装
飾
が
ど
の
地
域
で
、
ど
ん
な
図
文
か
ら
は
じ
ま
り
、
ど
の
よ
う

に
変
化
・
波
及
し
、
終
息
し
て
い
っ
た
の
か
、
そ
も
そ
も
何
の
た
め
に
装
飾
を
し
た
の
か
、

そ
の
歴
史
は
案
外
知
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
本
書
は
、
考
古
学
研
究
で
わ
か
っ
て
き
た
装
飾
古
墳
の
歴
史
を
わ
か
り
や
す
く
解
説

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
目
を
引
く
図
文
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
が
描
か
れ
た
古
墳
の

写
真
や
石
室
の
図
版
、
さ
ら
に
分
布
図
な
ど
を
た
く
さ
ん
収
録
し
ま
し
た
。

　
装
飾
古
墳
に
表
現
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
図
文
は
、
た
ん
な
る
墓
室
内
の
飾
り
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
古
墳
時
代
の
人
び
と
の
死
者
へ
の
想
い
が
表
現
さ
れ
た
も
の
で
す
。
九
州

の
数
多
く
の
装
飾
古
墳
を
と
お
し
て
、
そ
の
想
い
に
触
れ
る
旅
に
出
て
み
ま
せ
ん
か
。
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01

よ
う
こ
そ
装
飾
古
墳
の
世
界
へ

ようこそ装飾古墳の世界へ

装飾古墳とは

＊1	

帛
画　

中
国
の
春
秋
戦
国
時

代
か
ら
漢
代
に
か
け
て
、
絹

布
（
帛
）
に
描
か
れ
た
絵
を

い
う
。
な
か
で
も
前
漢
の
馬

王
堆
一
号
・
三
号
墓
の
帛
画

は
著
明
だ
。

†	

曽
布
川
寛
　
一
九
八
一
『
崑

崙
山
へ
の
昇
仙
』
中
公
新
書

／
伊
藤
清
司
　
一
九
九
八
『
死

者
の
棲
む
楽
園
─
古
代
中
国

の
死
生
観
―
』
角
川
選
書
／

林
巳
奈
夫
　
一
九
九
二
『
石

に
刻
ま
れ
た
世
界
─
画
像
石

の
語
る
古
代
中
国
の
生
活
と

思
想
─
』
東
方
書
店

　
古
代
の
人
び
と
は
近
し
い
人
の
死
に
接
す
る
と
、
復
活
と
再
生
を
願
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
儀
礼

や
儀
式
を
と
り
お
こ
な
っ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
死
が
現
実
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
る
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
死
生
観
に
も
と
づ
い
て
造
形
さ
れ
た
墓
地
・
墓
室
に
死
者
を
埋
葬
し
た
。

洋
の
東
西
を
問
わ
ず
、
遺
骸
を
お
さ
め
る
棺
や
墓
室
内
に
各
種
の
図
文
を
彫
刻
や
彩
色
で
描
く

こ
と
が
あ
っ
た
。

　
東
ア
ジ
ア
で
は
中
国
の
漢
代
（
紀
元
前
三
世
紀
）
以
降
、
あ
る
い
は
四
世
紀
以
降
の
朝
鮮
半
島

の
高
句
麗
の
有
力
者
の
墳
墓
の
墓
室
内
に
さ
ま
ざ
ま
な
壁
画
が
描
か
れ
た
。
な
か
で
も
、
中
国

漢
代
の
画
像
石
墓
や
墓
室
に
も
ち
こ
ま
れ
た
帛は

く

画が
＊
１の

主
た
る
画
題
は
、
墓
主
の
霊
魂
の
昇
仙
と

仙
界
で
の
安
寧
な
生
活
祈
願
を
基
調
と
す
る
ほ
か
、
生
前
の
さ
ま
ざ
ま
な
日
常
生
活
や
儀
礼
の

場
面
、
さ
ら
に
天
文
や
辟へ

き

邪じ
ゃ

（
魔
よ
け
）
な
ど
が
主
要
な
モ
チ
ー
フ
で
あ
っ
た†

。

　
日
本
に
お
け
る
古
墳
墓
へ
の
本
格
的
な
図
文
装
飾
は
四
世
紀
中
葉
ご
ろ
に
は
じ
ま
る
。
一
口

に
装
飾
古
墳
と
い
っ
て
も
、
横
穴
式
石
室
や
横よ

こ

穴あ
な

墓ぼ

あ
る
い
は
地
下
式
横
穴
墓
の
壁
面
に
顔
料

で
図
文
を
表
現
す
る
ほ
か
に
、
線
刻
や
浮う

き

彫ぼ
り

な
ど
の
彫
刻
手
法
に
よ
る
図
文
表
現
な
ど
じ
つ
に

多
様
だ
。
現
在
、
日
本
で
確
認
さ
れ
て
い
る
装
飾
古
墳
は
七
五
〇
基
ほ
ど
。
毎
年
す
す
め
ら
れ

て
い
る
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
徐
々
に
そ
の
数
は
増
加
し
て
い
る
。
一
方
、
列
島
内
の
分
布
状
況

（
図
1
）
を
み
る
と
、
意
外
な
ほ
ど
の
偏
り
に
驚
く
。
古
墳
時
代
の
政
治
的
中
枢
域
で
あ
っ
た
近

畿
地
方
で
は
数
が
少
な
く
、
列
島
南
西
端
の
九
州
に
全
体
の
五
割
あ
ま
り
が
集
中
す
る
。
そ
の

要
因
は
、
地
域
に
よ
る
死
生
観
や
埋
葬
習
俗
の
ち
が
い
な
の
か
、
今
後
の
検
討
課
題
だ
。

　
一
般
的
に
装
飾
古
墳
と
い
う
と
、
鮮
や
か
な
赤
・
白
・
黄
・
緑
・
黒
・
灰
色
な
ど
の
顔
料
で

描
か
れ
た
壁
画
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
が
、
そ
の
数
は
約
八
〇
基
と
意
外
に
少
な
い
。
ほ
か
は
線
刻

や
浮
彫
な
ど
の
彫
刻
技
法
で
図
文
が
表
現
さ
れ
た
も
の
と
、
図
文
を
顔
料
で
塗
り
分
け
る
も
の

な
の
で
あ
る
。
壁
画
の
文
様
は
、
円
形
や
三
角
形
な
ど
の
幾
何
学
的
図
文
や
直ち

ょ
っ
こ
も
ん

弧
文
や
双そ

う

脚
き
ゃ
く

輪り
ん

状じ
ょ
う

文も
ん

な
ど
の
抽
象
的
な
図
文
、
各
種
の
武
器
や
武
具
、
船
・
馬
・
木
葉
・
鳥
な
ど
の
具
象

的
な
図
文
が
中
心
と
な
る
。
死
者
の
霊
魂
が
お
も
む
く
と
思
念
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
他
界
の
す
が

た
や
、
被
葬
者
の
生
前
の
日
常
生
活
の
場
面
を
描
く
こ
と
は
皆
無
と
は
い
え
な
い
が
き
わ
め
て

少
な
い
。
こ
れ
は
古
代
中
国
や
高
句
麗
の
墳
墓
壁
画
と
大
き
く
異
な
る
点
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
日
本
の
装
飾
古
墳
の
な
か
に
は
、
高
句
麗
の
古
墳
壁
画
と
類
似
す
る
図
文
が
描
か
れ
た
例

（
福
岡
県
王お
う

塚づ
か

古
墳
・
竹た
け

原は
ら

古
墳
・
珍
め
ず
ら
し
づ
か
敷
塚
古
墳
）
や
、
中
国
唐
王
朝
の
壁
画
の
影
響
下
に
出
現
し
た

例
（
奈
良
県
高
松
塚
古
墳
・
キ
ト
ラ
古
墳
）
も
あ
る
。
し
か
し
、
高
句
麗
や
中
国
唐
王
朝
の
壁
画
は

日
本
に
お
け
る
装
飾
古
墳
の
出
現
よ
り
も
新
し
く
、
日
本
の
装
飾
古
墳
の
始
原
に
直
接
的
な
影

響
を
与
え
た
も
の
で
は
な
い
。

　
本
書
で
は
、
九
州
に
お
け
る
装
飾
古
墳
の
概
要
を
述
べ
た
う
え
で
、
九
州
に
先
行
し
て
築
造

さ
れ
た
西
日
本
の
装
飾
古
墳
を
と
り
上
げ
、
装
飾
図
文
の
意
味
と
連
鎖
を
考
え
た
い
。
そ
れ
を

受
け
て
、
九
州
で
の
装
飾
古
墳
の
出
現
と
そ
の
後
の
展
開
過
程
を
お
お
よ
そ
の
年
代
順
に
た
ど

り
つ
つ
、
注
目
さ
れ
る
装
飾
古
墳
を
と
り
上
げ
な
が
ら
、
古
墳
時
代
の
人
び
と
の
死
生
観
・
他

界
観
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。



図2●九州の装飾古墳の分布
九州内に分布する装飾古墳（横穴墓・地下式横穴墓を含む）の位置を示し、本書でと
り上げたものは名称を掲載した。福岡県・熊本県の装飾古墳の詳細な位置は、36頁・
68頁の分布図を参照されたい。

図1●日本における装飾古墳の分布
装飾古墳は九州と山陰に多く、近畿や関東にも
広がっている。装飾のある横穴墓は宮崎県と関
東から東北の海岸部に多い（なお、高松塚古墳・
キトラ古墳の壁画は本書ではとり上げない）。

装飾古墳の分布 01
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よ
う
こ
そ
装
飾
古
墳
の
世
界
へ

ようこそ装飾古墳の世界へ

　
日
本
列
島
南
西
端
の
九
州
に
は
、
こ
れ
ま
で
確
認
さ
れ
た
古
墳
時
代
の
墳
墓
の
数
は
三
万
一

五
〇
〇
基
あ
ま
り
あ
り
、
そ
の
う
ち
墳
丘
を
と
も
な
う
高た

か

塚つ
か

古
墳
が
約
一
万
七
〇
〇
〇
墓
、
基

本
的
に
墳
丘
を
構
築
し
な
い
横よ

こ

穴あ
な

墓ぼ

が
約
一
万
三
〇
〇
〇
基
と
地
下
式
横
穴
墓
が
約
一
五
〇
〇

基
（
数
値
は
概
数
）
あ
る
。
そ
の
う
ち
棺
や
墓
室
の
内
部
を
彫
刻
や
彩
色
で
各
種
の
図
文
を
施
し

た
装
飾
古
墳
は
約
三
五
一
基
が
知
ら
れ
て
い
る
（
表
1
）。
古
墳
総
数
の
う
ち
、
装
飾
古
墳
が
占

め
る
割
合
は
約
一
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
な
い
。

　
墳
丘
を
と
も
な
う
高
塚
古
墳
の
う
ち
装
飾
古
墳
は
一
七
八
基
、
そ
の
内
訳
は
前
方
後
円
墳
が

二
一
基
、
直
径
二
五
メ
ー
ト
ル
以
上
の
大
形
円
墳
は
三
〇
基
あ
ま
り
、
他
の
一
二
七
基
は
中
小

の
円
墳
で
あ
る
。
こ
れ
を
埋
葬
施
設
ご
と
に
分
け
る
と
、
刳く

り

抜ぬ

き
式
石
棺
二
基
、
組
合
せ
式
石

棺
一
九
基
（
図
1
）、
横
穴
式
石
室
（
図
2
）
一
五
七
基
と
な
る
。
さ
ら
に
、
横
穴
式
石
室
の
場
合
、

装
飾
図
文
の
施
さ
れ
た
部
位
で
区
分
す
る
と
、
石せ

き

障し
ょ
う
＊
１

一
六
基
、
石い

し

屋や

形が
た
＊
２一

〇
基
（
図
3
）、
壁
面

一
三
一
基
で
あ
る
。

　
横
穴
墓
は
お
も
に
軟
質
の
岩
石
を
基
盤
と
す
る
丘
陵
裾
の
斜
面
や
崖
面
を
掘
削
し
、
遺
骸
を

安
置
す
る
玄げ

ん

室し
つ

を
設
け
た
埋
葬
施
設
で
あ
る
（
図
4
）。
こ
の
墓
制
は
地
下
式
横
穴
墓
（
図
5
）

を
母
胎
に
、
五
世
紀
後
～
末
葉
に
福
岡
県
北
東
部
か
ら
大
分
県
北
部
で
成
立
し
、
そ
の
後
、
熊

本
・
宮
崎
県
域
に
分
布
域
が
拡
大
し
た
。
さ
ら
に
六
世
紀
後
半
以
降
に
は
、
九
州
外
の
列
島
各

地
に
展
開
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
九
州
で
図
文
装
飾
が
確
認
さ
れ
た
横
穴
墓
は
一
五
二
基
で
あ
る
。
装
飾
は
玄げ

ん

室し
つ

の

壁
面
を
基
本
と
す
る
が
、
大
分
・
熊
本
県
域
の
横
穴
墓
で
は
羨せ

ん

道ど
う
＊
３の

先
端
に
削
り
出
さ
れ
た
飾

か
ざ
り

縁ふ
ち

や
羨せ

ん

門も
ん

外
側
の
崖
面
に
図
文
を
彫
刻
す
る
こ
と
も
あ
る
。

　
地
下
式
横
穴
墓
は
、
地
表
か
ら
二
メ
ー
ト
ル
程
度
掘
り
く
ぼ
め
た
竪た

て

坑こ
う

の
底
面
か
ら
横
方
向

に
玄
室
を
刳
り
抜
い
た
横
穴
系
埋
葬
施
設
で
あ
る
。
九
州
北
部
に
出
現
し
た
横
穴
式
石
室
の
影

響
下
に
五
世
紀
初
頭
前
後
に
宮
崎
県
の
宮
崎
平
野
や
え
び
の
盆
地
で
成
立
し
た
後
、
一
ツ
瀬
川

以
南
の
宮
崎
県
南
部
か
ら
鹿
児
島
県
大
隅
地
方
に
の
み
分
布
域
を
広
げ
た
地
域
性
の
顕
著
な
墓

制
で
あ
る
。
横
穴
墓
と
同
様
に
墳
丘
を
と
も
な
う
こ
と
も
あ
る
。
図
文
装
飾
が
確
認
さ
れ
た
地

下
式
横
穴
墓
は
二
一
基
、
玄
室
の
天
井
や
壁
面
に
線
刻
・
浮う

き

彫ぼ
り

や
顔
料
を
用
い
て
の
家
形
表
現

が
多
い
が
、
星せ

い

宿し
ゅ
く
＊
４

を
表
現
し
た
特
異
な
も
の
も
あ
る
。
な
お
、
玄
室
の
天
井
部
の
大お

お

棟む
ね

の
浮
彫

表
現
を
装
飾
に
含
め
る
こ
と
も
あ
る
が
、
本
書
で
は
こ
れ
ら
を
除
い
て
い
る
。

　
装
飾
古
墳
の
分
布
は
古
墳
分
布
の
濃
淡
と
も
関
連
す
る
が
、
特
定
地
域
へ
の
集
中
が
顕
著
で
あ

る
。
た
と
え
ば
、
髙
塚
古
墳
は
福
岡
県
南
部
の
筑
後
川
中
流
域
南
岸
域
に
、
横
穴
墓
は
熊
本
県
北

部
の
菊
池
平
野
や
中
部
の
熊
本
平
野
さ
ら
に
南
部
の
球
磨
川
を
遡
っ
た
人
吉
盆
地
な
ど
で
あ
る
。

　
石
棺
や
石
障
な
ど
へ
の
彫
刻
系
の
図
文
装
飾
に
は
高
度
な
加
工
技
術
を
も
っ
た
石
工
集
団
の

関
与
が
必
要
だ
し
、
顔
料
を
使
用
し
た
精
緻
な
図
文
を
描
く
に
は
専
門
的
な
絵
師
集
団
の
関
与

が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
図
文
の
表
現
方
法
や
図
文
の
配
列
、
ま
た
顔
料
の
共
通
性
な
ど
か
ら

す
る
と
、
装
飾
に
関
わ
る
専
門
集
団
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
、
そ
う
し
た
集
団
を
束
ね
る
首
長
層

間
の
交
流
な
ど
が
想
定
さ
れ
る
。

どこに・どのくらいあるのか 02

＊1	

石
障　

横
穴
式
石
室
の
玄
室

壁
面
の
下
部
に
扁
平
に
加
工

し
た
石
材
を
め
ぐ
ら
せ
た
も

の
。

＊2	

石
屋
形　

横
穴
式
石
室
の
玄

室
奥
壁
に
そ
っ
て
設
置
さ
れ

た
遺
骸
安
置
施
設
。
箱
形
石

棺
状
の
構
造
で
、
石
室
入
口

側
に
開
口
し
て
い
る
。

＊3	
羨
道　

横
穴
式
石
室
で
玄
室

に
つ
う
じ
る
道
。
羨
道
の
入

口
は
羨
門
と
い
う
。

＊4	

星
宿　

む
か
し
中
国
で
定
め

た
星
座
。



9装飾のある古墳の種類

図1●刳抜き式石棺と組合せ式石棺
装飾は石棺自体に線刻・浮彫される。

図2●横穴式石室（石障系）の模式図
横穴式石室への装飾は華麗・多彩に展開する。

図3●石障と石屋形
横穴式石室のなかでも石障（写真上）と石屋形（写真
下）には特異な装飾がほどこされた。
上：千足古墳（岡山県岡山市）
下：大坊古墳（熊本県玉名市）

図4●横穴墓の模式図
丘陵の斜面や崖面を横に掘削してつくられる。横穴墓のなかに
も横穴式石室の石屋形を模倣したものがある。

02

図5●地下式横穴墓の模式図
宮崎県南部から鹿児島県東部にあらわれた地域性の強いもの
で、宮崎県えびの市の島内地下式横穴墓群、西都原市の西都
原地下式横穴墓群が有名。

表1●九州の県別装飾古墳数
九州の装飾古墳の数は約 351基で、古墳総
数約31,500基の1.1％と意外と少ない。

刳抜き式石棺 組合せ式石棺

刳抜き式
石棺

組合せ式
石棺

横穴式石室
横穴墓 地下式

横穴墓石障 石屋形 壁面

県名 総数 彫 色 ＋ 彫 色 ＋ 彫 色 ＋ 色 彫 ＋ 色 彫 ＋ 色 刻 ＋ 色 彫 ＋

福岡 68 1 2 1 1 2 41 4 1 1 13 1 　 　 　

佐賀 30 2 3 25 　 　 　 　 　 　 　

長崎 14 14 　 　 　 　 　 　 　

大分 21 8 2 11 　 　 　 　 　

熊本 191 1 14 1 13 2 7 10 12 11 28 44 48 　 　 　

宮崎 27 5 1 5 12 4

合計 351 2 19 16 10 131 152 21

注）彫は彫刻手法の略、色は彩色の略、＋は彫刻に彩色をともなうもの。横口式家形石棺は組合せ式石棺に含める。
　　埋蔵文化財研究会  2002  『装飾古墳の展開─彩色系装飾古墳を中心に─資料集』第51回埋蔵文化財研究会、
　　熊本県立装飾古墳館  2018  「全国の装飾古墳一覧（中間報告）」『熊本県立装飾古墳館研究紀要』第14集を参照。
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よ
う
こ
そ
装
飾
古
墳
の
世
界
へ

ようこそ装飾古墳の世界へ

変遷を三つの時期に分けてみる 03
　
現
状
で
九
州
最
古
の
装
飾
古
墳
は
、
熊
本
県
南
部
の
八
代
市
小こ

鼠そ

蔵ぞ
う

一
号
墳
（
直
径
十
数
メ
ー

ト
ル
の
円
墳
）
で
あ
る
。
割
石
積
み
の
横
穴
式
石
室
の
石せ

き

障し
ょ
う内

石
棺
の
小
口
壁
に
直
径
七
セ
ン

チ
の
円
文
一
個
を
陰
刻
し
た
シ
ン
プ
ル
な
装
飾
だ
（
07
項
の
図
4
参
照
）。
築
造
年
代
の
手
が
か
り

は
特
殊
な
石
室
構
造
で
、
現
在
の
研
究
水
準
か
ら
い
え
ば
五
世
紀
初
頭
ご
ろ
と
み
ら
れ
る
。

　
そ
の
後
、
二
世
紀
に
わ
た
っ
て
九
州
各
地
で
装
飾
古
墳
が
つ
く
ら
れ
た
。
そ
の
変
遷
を
、
装

飾
が
ほ
ど
こ
さ
れ
た
埋
葬
施
設
と
装
飾
図
文
の
種
類
や
表
現
方
法
を
基
準
に
大
き
く
三
期
に
区

分
し
て
お
き
た
い
（
表
1
）。

　
第
１
期
は
、
熊
本
県
南
部
で
の
装
飾
古
墳
の
は
じ
ま
り
か
ら
、
図
文
装
飾
部
位
が
一
気
に
拡

大
す
る
六
世
紀
前
葉
ま
で
の
あ
い
だ
で
あ
る
。
こ
の
間
、
装
飾
古
墳
が
築
造
さ
れ
た
地
域
は
、

熊
本
県
域
と
福
岡
・
佐
賀
県
の
一
部
、
地
下
式
横よ

こ

穴あ
な

墓ぼ

が
営
ま
れ
た
宮
崎
県
域
に
す
ぎ
な
い
。

　
熊
本
県
域
の
古
墳
は
、
階
層
性
と
地
域
性
を
反
映
し
て
多
様
な
埋
葬
施
設
が
築
造
さ
れ
て
い

る
。
上
位
層
の
古
墳
は
竪
穴
式
石せ

っ

槨か
く

に
お
さ
め
ら
れ
た
刳く

り

抜ぬ

き
式
石
棺
や
横
穴
式
石
室
、
中
位

層
が
横
穴
式
石
室
、
下
位
層
で
は
小
形
の
組
合
せ
式
箱
形
石
棺
を
用
い
る
こ
と
が
多
い
。
装
飾

図
文
を
ほ
ど
こ
す
埋
葬
施
設
は
横
穴
式
石
室
が
主
流
だ
が
、
中
小
の
箱
形
石
棺
や
ま
れ
に
刳
抜

き
式
石
棺
も
あ
る
。
た
だ
し
五
世
紀
前
葉
か
ら
後
葉
に
か
け
て
、
佐
賀
県
と
福
岡
県
南
部
の
妻

入
り
式
横
口
式
家
形
石
棺
を
埋
葬
施
設
と
し
た
首
長
墓
に
か
ぎ
っ
て
図
文
装
飾
を
ほ
ど
こ
す
特

異
な
広
域
拡
散
も
あ
る
。
五
世
紀
末
葉
以
後
、
石
棺
へ
の
装
飾
は
急
速
に
衰
退
し
、
装
飾
古
墳

は
ほ
ぼ
横
穴
式
石
室
に
限
定
さ
れ
、
石
障
に
か
わ
っ
て
石い

し

屋や

形が
た

が
主
と
な
る
。

†1	

森
貞
次
郎
　
一
九
九
三
「
自

由
画
風
線
刻
壁
画
人
物
像
に

み
る
六
朝
文
化
類
型
─
装
飾

古
墳
雑
考
─
」『
考
古
学
雑
誌
』

七
九
─
一

†2	

広
瀬
和
雄
　
二
〇
〇
九
「
装

飾
古
墳
の
変
遷
と
意
義
─
霊

魂
観
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
─
」

『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究

報
告
』
一
五
二

　
第
２
期
は
、
六
世
紀
前
葉
か
ら
顔
料
に
よ
る
装
飾
が
衰
退
す
る
六
世
紀
末
葉
ま
で
の
あ
い
だ

で
あ
る
。
石
屋
形
へ
の
図
文
装
飾
が
限
定
的
と
な
り
、
横
穴
式
石
室
で
は
装
飾
図
文
の
描
か
れ

る
部
位
が
石
室
壁
面
に
拡
大
し
、
あ
わ
せ
て
物
語
風
の
壁
画
も
登
場
す
る
。
装
飾
古
墳
の
分
布

域
は
福
岡
・
大
分
・
佐
賀
・
長
崎
県
の
九
州
中
・
北
部
一
円
に
拡
大
す
る
が
、
地
域
的
な
濃
淡

が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
横
穴
墓
へ
の
図
文
装
飾
の
最
盛
期
で
、
と
く
に
熊
本
県
域
で
は
横
穴
式

石
室
を
上
ま
わ
る
数
の
装
飾
横
穴
墓
が
築
造
さ
れ
て
い
る
。

　
図
文
装
飾
の
壁
面
拡
大
の
契
機
と
な
っ
た
古
墳
は
、
六
世
紀
前
葉
に
築
造
さ
れ
た
福
岡
県
の
王お
う

塚づ
か

・
日ひ

の

岡お
か

古
墳
、
熊
本
県
の
釜か

ま

尾お

古
墳
な
ど
で
あ
る
。
な
か
で
も
王
塚
古
墳
と
日
岡
古
墳
の
壁
画

は
、
横
穴
式
石
室
の
壁
全
面
に
お
よ
ぶ
特
異
な
例
で
あ
る
。
ま
た
双そ

う

脚き
ゃ
く

輪り
ん

状じ
ょ
う

文も
ん

と
よ
ぶ
特
異
な

図
文
や
天
井
石
下
面
へ
の
壁
画
手
法
な
ど
を
共
有
す
る
な
ど
の
特
異
な
連
鎖
が
認
め
ら
れ
る
。

　
第
３
期
は
、
六
世
紀
末
葉
ご
ろ
か
ら
数
を
減
じ
た
彩
色
壁
画
に
か
わ
っ
て
、
線
刻
壁
画
が
盛

行
す
る
段
階
で
あ
る
。
線
刻
画
を
代
表
す
る
「
自
由
画
風
線
刻
画†

１

」
は
、
六
世
紀
後
葉
ご
ろ
か

ら
み
ら
れ
る
。

　
以
上
が
、
九
州
に
お
け
る
装
飾
古
墳
の
出
現
か
ら
衰
退
ま
で
の
お
お
よ
そ
の
推
移
だ
が
、
列

島
全
体
で
み
る
と
、
九
州
に
先
行
し
て
装
飾
古
墳
が
営
ま
れ
て
い
る
。
数
少
な
い
が
、
こ
の
一

群
を
広
瀬
和
雄
氏
に
な
ら
っ
て
先
１
期†

２

と
よ
ぶ
こ
と
に
す
る
。
九
州
に
出
現
し
た
装
飾
古
墳
の

源
流
を
考
え
る
う
え
で
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
資
料
で
あ
り
、
次
項
で
そ
の
概
略
と
図
文
装
飾

の
思
惟
を
考
え
る
こ
と
に
し
た
い
。



9装飾古墳の出現と展開 03

時
期

壁
画
の
施
文

場
所
と
特
徴

図
文
の

種
類

地
域

先１期

４世紀中ごろ～４世紀末

刳抜き式石棺の外面

直弧文風図文・円文・家屋表
現の線刻・浮彫

九州外の大阪・福井・岡山

１期

４世紀末・５世紀初頭～
６世紀前葉

刳抜き式石棺・組合せ式石棺
の内外面、横穴式石室の石
障・地下式横穴墓の天井面／
線刻に加えて彩色画の登場

直弧文・円文・三角文・対
角線文などの抽象文、甲胄・
盾・靫などの具象文

熊本・宮崎・福岡・佐賀

２期

６世紀前葉～６世紀末葉

横穴式石室の壁面・横穴墓壁
面と羨道外面（熊本・大分県
限定）

新たな抽象文（蕨手文など）
や具象文（双脚輪状文・船・
馬）や多様な人物像、高句麗
系図文

鹿児島を除く九州各県

３期

６世紀末葉～７世紀中葉

横穴式石室・横穴墓の壁面／
彩色画の衰退、それに代わっ
て線刻画が主流

新たな具象文（樹木・木葉・
鳥・魚・鯨・イルカ・鬼面な
ど）と船の線刻手法の多用

鹿児島を除く九州各県

図4●長戸鬼塚古墳（長崎県諫早市）の鯨漁線刻画
１艘の船と頭部が長く尖り細長い胴部に尻尾がＴ字形
の鯨が刻まれている。

図1●小田良古墳（熊本県宇城市）の石障
円文と盾、靫の図文が刻まれている。

図2●鴨籠古墳（熊本県宇城市）の石棺（レプリカ）
刳抜き式家形石棺で、棺蓋に直弧文が刻まれている。

図3●王塚古墳の横穴式石室（レプリカ）
壁から石屋形など全面に装飾がほどこされている。

図5●�蓮ヶ池53号横穴墓（宮崎市）の船と人物顔面
線刻画

船の上下・左右に、口を大きく開け顎髭を表現した多く
の人物像が刻まれている。

1期

3期

2期

表1●装飾古墳の出現と展開
時期によって装飾を施す部
分、図文の種類、地域が変
遷する。
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